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画
の
策
定
や
現
状
の
公
表
等
を
求
め
る
「
女
性
活
躍
推

進
法
（
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関

す
る
法
律
）」
が
八
月
末
に
成
立
し
た
。
こ
の
法
律
は
、

三
〇
一
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
つ
い

て
、
施
行
日
で
あ
る
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
、

①
自
社
の
女
性
の
活
躍
状
況
の
把
握
・
課
題
分
析
、
②

行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
、
③
情
報
公
表
な
ど
を
行
う

こ
と
を
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
三
〇
〇
人
以
下
の

事
業
主
に
つ
い
て
は
、
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
法
対
応
が
必
要
と
な

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
①
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

四
つ
は
必
須
把
握
項
目
で
あ
る
。
1）
採
用
者
に
占
め
る

女
性
比
率
、
2）
勤
続
年
数
の
男
女
差
、
3）
労
働
時
間
の

状
況
、
4）
管
理
職
に
占
め
る
女
性
比
率
。
特
に
、
1）
と

2）
に
つ
い
て
は
、
雇
用
管
理
区
分
ご
と
に
把
握
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
雇
用
管
理
区
分
は
、
一
律
に
定
め

ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
自
社
が
採
用
し
て
い
る
区

分
ご
と
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、

正
社
員
だ
け
で
な
く
、
非
正
社
員
と
し
て
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
や
契
約
社
員
を
雇
用
し
て
い
る
場
合
や
、

正
社
員
の
中
で
も
、
一
般
職
・
総
合
職
等
の
い
わ
ゆ
る

能
者
の
世
代
交
代
を
進
め
る
た
め
の
人
材
確
保
が
急
務

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
女
性
の
活
用
が
「
決

定
的
に
重
要
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
女
性
人
材

の
活
用
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
界
で
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
近
頃
は
、
未
婚
女
性
に

つ
い
て
は
、
そ
う
大
き
な
問
題
は
な
い
が
、
出
産
・
子

育
て
等
に
よ
る
時
間
制
約
が
生
じ
る
と
、
就
業
継
続
や

活
躍
が
困
難
に
な
る
と
い
う
業
界
や
企
業
も
少
な
く
な

い
。
こ
う
し
た
企
業
で
は
、
近
年
、
出
産
時
の
就
業
継

続
が
増
え
、
女
性
社
員
の
課
題
が
、
就
業
継
続
か
ら
時

間
制
約
社
員
の
能
力
発
揮
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
シ

フ
ト
し
て
き
て
い
る
。
一
方
、
建
設
業
界
で
は
、
未
婚

で
あ
っ
て
も
、
女
性
が
入
職
し
に
く
い
状
況
や
活
躍
し

コ
ー
ス
別
人
事
管
理
を
し
て
い
る
場
合
、
事
務
職
・
営

業
職
な
ど
職
種
ご
と
の
管
理
を
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
ご
と
の
デ
ー
タ
が
必
要
と
な
る
。
ま

た
、
必
須
項
目
以
外
に
も
、
女
性
の
採
用
・
定
着
・
活

躍
な
ど
に
関
わ
る
項
目
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
ら

れ
、
任
意
項
目
と
し
て
把
握
・
分
析
す
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
る
。
次
に
、
②
で
は
、
行
動
計
画
に
つ
い
て
1）
策

定
、
2）
都
道
府
県
労
働
局
へ
の
届
け
出
、
3）
社
内
で
の

周
知
、
4）
外
部
へ
の
公
表
を
行
う
。
計
画
に
は
、
a）
計

画
期
間
、
b）
数
値
目
標
、
c）
取
組
内
容
、
d）
実
施
期
間

を
盛
り
込
む
。
労
働
局
の
届
け
出
は
一
月
頃
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
が
、
計
画
そ
の
も
の
を
提
出
す
る
の
で
は
な

く
、
策
定
し
た
旨
を
記
し
た
用
紙
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
る
。
計
画
内
容
の
外
部
公
表
に
つ
い
て
は
、
二
月
頃

か
ら
厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
で
公
表
す
る
場
が
設
け
ら
れ

る
見
込
み
で
あ
る
。
③
で
は
、
計
画
と
は
別
に
、
自
社
の

現
状
に
つ
い
て
情
報
を
公
表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
ら
れ
た
項
目
の
中
か
ら
、

一
つ
以
上
の
項
目
を
各
企
業
が
選
ん
で
公
表
す
る
。
自

社
の
女
性
活
躍
の
進
捗
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
戦
略
に
照

ら
し
て
公
表
項
目
を
決
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
回
の
法
律
で
は
、
女
性
活
躍
推
進
状
況
に
応
じ
て

に
く
い
職
域
等
の
問
題
が
依
然
と
し
て
み
ら
れ
る
。
建

設
業
界
の
中
に
も
、
す
で
に
、
女
性
の
積
極
採
用
や
職

域
拡
大
、
両
立
支
援
等
に
お
い
て
様
々
な
取
組
み
を
し

て
い
る
先
進
企
業
も
出
て
き
て
い
る
が
、
全
産
業
に
お

い
て
、
女
性
人
材
に
注
目
が
集
ま
る
中
、
個
々
の
企
業

の
取
組
み
の
み
な
ら
ず
、
業
界
全
体
で
女
性
が
活
躍
で

き
る
風
土
・
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
そ
う
し
た
取
組
み

に
よ
る
変
化
を
社
会
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
社
会
全
体
で
、
女
性
労
働
者
へ
の
期
待
が
高
ま

る
中
、
企
業
に
女
性
活
躍
の
た
め
の
自
主
的
な
行
動
計

認
定
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
認
定
は
、
行
動

計
画
策
定
と
届
け
出
を
行
っ
た
企
業
に
つ
い
て
、
現
状

の
女
性
活
躍
水
準
に
応
じ
て
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

計
画
期
間
終
了
を
待
た
ず
に
取
得
で
き
、
来
年
四
月
か

ら
取
得
企
業
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
認
定
は
三

段
階
に
分
か
れ
る
。
認
定
の
ラ
ン
ク
に
関
わ
ら
ず
、
最

初
の
取
得
企
業
に
注
目
が
集
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
早
め
の
対
応
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
今
回
の

法
律
で
は
、
女
性
の
管
理
職
登
用
や
そ
の
数
値
目
標
に

関
心
が
集
ま
り
が
ち
で
あ
る
。
建
設
業
界
で
は
、
他
業

界
よ
り
も
、
当
然
そ
の
水
準
は
低
く
な
り
が
ち
だ
が
、

問
題
は
、
数
値
や
管
理
職
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
法
律

で
は
、
各
社
の
女
性
活
躍
に
関
す
る
課
題
を
定
量
的
に

把
握
・
分
析
し
、
各
社
の
実
状
に
あ
っ
た
取
組
み
を
着

実
に
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現

状
の
公
表
も
、
公
表
さ
れ
た
数
値
の
水
準
だ
け
で
な
く
、

ど
れ
だ
け
の
情
報
を
開
示
し
て
い
る
の
か
に
、
学
生
や

顧
客
・
投
資
家
等
の
関
心
が
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
他
業
界
と
の
比
較
を
気
に
し
て
消
極
的
対
応
で
済

ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
業
界
や
自
社
の
課
題
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
開
示
し
、
変
化
を
期
待
さ
せ
る
積
極
的
目

標
や
実
践
的
な
改
善
案
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
女
性
に

限
ら
ず
多
様
な
人
材
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

建
設
業
界
は
、
環
境
面
や
体
力
面
等
か
ら
男
性
中
心

の
職
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
女
性
の
活
躍
が
困

難
な
業
界
と
見
ら
れ
が
ち
で
あ
り
、
実
際
に
、
他
業
界

と
比
べ
、
労
働
者
に
占
め
る
女
性
比
率
や
管
理
職
に
占

め
る
女
性
比
率
な
ど
も
低
い
状
況
に
あ
る
。
日
本
建
設

業
連
合
会
が
会
員
企
業
を
対
象
に
「
建
設
業
の
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」
策
定
の
た
め
に
実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
み
て
も
、
ま
だ
、
女
性

人
材
の
活
用
に
懐
疑
的
な
見
方
が
少
な
く
な
い
こ
と
も

確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
人

口
が
減
少
す
る
中
、
建
設
生
産
を
支
え
る
技
術
者
と
技
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